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次世代経皮吸収技術で注射に代わる技術を創出
九州大学工学研究院の後藤雅宏(主幹教授)は、経皮DDS(ドラッグデリバリーシステム)と

して開発したS/O(Solid in Oil)技術を主軸として、これまでに病院で注射投与が必要だった

ワクチン等を対象とした「ワクチンシール」の開発を目指している。

近年、高齢化社会に伴う医療従事者の人材不足、僻地への医療支援が限界をむかえ、

社会的な問題となっている。欧米の一部地域では、既にドラッグストアといった各店舗で注射

器によるワクチン接種が導入されている。

それらの注射にも代わる新たな投与技術として本製品の開発・販売を行い、

患者のQOL向上を目指したプラットフォーム技術の開発と広範の薬剤に応用した九大発ベ

ンチャーの創出を行う。

誰もが手軽にセルフで予防接種できる社会に!

病院で注射器を使って接種しているワクチン等を対象に、シールを貼ることで誰にでもセルフに痛みなく接種で

きる社会の実現を目指す。

（お問い合わせ窓口）

九州大学 学術研究・産学官連携本部ベンチャー創出推進グループ

MAIL: startup@airimaq.kyushu-u.ac.jp, Tel: 092-832-2168

平成３０年度 大学発ベンチャー事業シーズ育成支援(START)プログラム
「ワクチンシールの開発・販売」

定期接種が必要な患者に
注射器で「刺す」ではなく貼付剤で「貼る」

負担のない治療法を開発

九州大学工学研究院
後藤雅宏(主幹教授)



薬物（タンパク質や遺伝子含む）を油中に可溶化させる技術

皮膚の疎水性を利用できる！

内水相
なし

In water

バイオ製剤が様々な有機溶剤に可溶に

使いやすい剤型に規格

浸透性の評価〜500Daの壁〜

低分子医薬品のみ経皮吸収可能

角質層がバリア層として機能

※ Da= Dalton (統一原子質量単位)

浸透量の評価

油に溶かしたときの浸透量は
水溶液に比べて、約10倍向上

Solid-in-Oil(S/O)技術

特許第4426749号
（現在市販されている22種の化粧品に利用）

✔ 低分子医薬品から高分子医薬品へと適用範囲
を広げ、経皮吸収による薬剤投与を実現！

✔ 将来的に、医療従事者の手を借りることなく
薬の摂取が可能！

✔ 途上国に向けた感染症予防にも期待！

皮膚深くまで浸透に成功

平成30年度JST STARTプロジェクトに採択
https://www.jst.go.jp/start/project/index.html
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